
第１４１回本田財団懇談会   報告書 

                      姚 丹 

1.報告書の基本情報 

 講 演 「異端は認められた瞬間に先端になる－基礎研究からイノベーションへ、 

        日本に例のないバイオベンチャーをつくる－」 

 講 師  菅 裕明様 （東京大学先端科学技術研究センター教授） 

 日 時  平成２９年 ３月２日（木） 

        講演の部： 午後６時３０分～午後７時３０分（開場午後６時） 

        懇談の部： 午後７時３０分～午後８時３０分（講師を交えた懇談） 

 場 所  コートヤード・マリオット銀座東武ホテル ２階「桜の間」 

       東京都中央区銀座６－１４－１０ 

 

2 日程 

 午前，新片桐から東京まで。 

 



東京のさくら亭でおすき焼きを食べました。 

 

 

 

 懇談の部： 午後７時３０分～午後８時３０分（講師を交えた懇談） 

 

 

 



 

３最後に 

   この日、とても充実しています。とてもおいしいの食べ物を食べました。美しい風景

を見た、にぎやかな東京街頭や人々と一緒に歩く。 

  夜、先生の講座を聞きました、講座の内容は薬物の方面について。講座の内容はわか

らないけど、知識が運命を変えていくことが分かっている。 

私にこのチャンスを与えてくれて先生に感謝します。 

最後、 

 

 

 

平野さん 


